
令和 5 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

【活動場所】

社会福祉法人旭川荘

【実施日程】

毎日

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

旭川荘入所利用者の洗濯、荘敷地内の環境整備（除草、剪定等）、荘内施設内清

掃、荘内利用者、職員対象とした食事提供、等

【利用者数】

40名

【地域連携活動のねらい】

社会福祉法人旭川荘利用者の快適な生活の補助および、職員の雑務軽減による直接支援サービスの向上

【地域にとってのメリット】

日常業務による利用者への直接支援の負担軽減

人件費の節約

専門的な技術を持った職員、利用者が実施するため、（環境整備、清掃業務等）出来栄えが良い。

【対象者にとってのメリット】

同じ障害のある人たちへのサービスであるため、人の役に立つという実感が湧き、仕事に対する意義や価値を

感じ取りやすい。

【実施した結果】

旭川荘利用者の生活の援助、スタッフの福利厚生としての役割を担う

【得られた成果】

旭川荘の利用者における快適な生活環境の提供、そして利用者、スタッフの昼食や休憩時間

の憩いの場として定着することが出来ている。

【課題点】

高齢となった利用者に対する労働支援（どこまで求めて良いかの判断が難しい）

連携先の企業等の意見または評価

　旭川荘利用者の生活の豊かさ、職員の業務のやりやすさ等にトモニー・きずなの存在は大きく、衣類やタオル・オシメの洗

濯、施設・病棟内の清掃、各施設の職員へ向けての食事の提供、学校法人旭川荘厚生専門学院の学生への食事提供等、旭川荘

に関わる多くの人たちへ便利さと潤いを与えてくれている。

　また、トモニー・きずなの障害のある人達が元気に働いている姿を各施設、事業所の利用者が見ることで、働くことの楽し

さや社会に参加することのイメージに繋がり、それらが将来への希望となっている一面もある。

　そして昨年度は実施できなかったが、本法人が主催する夏祭りや昼の市といった地域住民が参加できる行事にも毎回出店す

るなど、本法人との連携をとり、地域の人たちに喜んでもらえるイベント等も企画、実施している。

　今後、連携をさらに強化し、ウイズコロナ時代に、どう旭川荘利用者、地域の方々に楽しみを提供できるか、その時の状況

に応じて出来ることを荘とトモニー・きずなで力を合わせながら模索していきたい。

連携先企業名 社会福祉法人　旭川荘 担当者名 荻野　拓志

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書
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川西　大吾
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